
様　式　イ

市民・企業等との協働の状況（市民・企業等の参加、支援、協力の状況）

■市民・企業等が参加しやすい環境づくり
　社協は、法律で規定された公的な法人であり、親族や財産がない場合でも速やかな法定後見人確保が可能となっている。また、
福祉サービスの利用援助等、被後見人のニーズに即した後見が可能である。

■市民との連携、市民参加

■企業等との連携・協働
 [情報協力]
  民間で成年後見制度をバックアップしている機関等と連携し、相談者の判断力や親族の有無等の状況に応じた適切な対応や法
定後見を行っている機関を紹介する。
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平 成 19 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ） 平 成 20 年 度 事 業 内 容 　（ 予 算 ）
１　地域福祉権利擁護事業
　(1) 実契約件数　180件
　(2) 年間相談件数　8,632件
　(3) 支援窓口　６ヶ所
　(4) 専門員　６人配置
　(5) 地域生活支援員　312人
　(6) 地域生活支援員一人あたりの平均訪問時間　年55時間
２　福祉サービス苦情相談
　　相談件数　321件
３　高齢者虐待相談
　　相談件数　57件
４　障がい者あんしん相談
　　相談件数　1,844件

 　これまで実施していた地域福祉権利擁護事業、福祉サービ
ス苦情相談、高齢者虐待相談、障がい者あんしん相談に成年
後見制度に関する相談も加えて、判断力の低下した方々の窓
口として、「仮）日常生活あんしんサポートセンター」を10月に
開設する。
　 判断力が低下した高齢者や障がいのある方の権利擁護の
ため、社協が法人として法定後見人を受任し、法定後見業務
を行う法人後見業務を開始する。平成20年度は５人の後見を
行うことを見込んでいる。

担当 保健福祉局総務部総務課　井上　℡　211-2932
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　判断力が低下した高齢者や障がいのある方が金銭管理など
の日常生活に支障や不安を感じた際に、安心して相談できる
よう、社会福祉協議会で実施している４相談事業（地域福祉権
利擁護事業、福祉サービス苦情相談、高齢者虐待相談、障が
い者あんしん相談）の一体化を図り、成年後見制度も含めた総
合的な窓口を開設する。また、市長申立制度を利用する方の
迅速かつ安定的な成年後見人の確保を図るため、社会福祉
協議会が法人後見業務を開始する。
１　総合相談窓口の開設：仮）日常生活あんしんサポートセン
　ター（平成20年10月予定）
２　法人後見業務の実施（平成20年10月予定）

＜年 度 別 の 事 業 内 容＞
１　平成19年度
　(1) 総合的な相談窓口である仮）日常生活あんしんサポート
　　センターの開設に向けた検討を実施。
　(2) 法人後見業務の開始に向けた検討を実施
２　平成20年度以降
　(1) 仮）日常生活あんしんサポートセンターの設置
　(2) 法人後見事業の実施

平成 20 年度第 ２次新まちづ く り計画事業進行調書 （ その １ ）

計画体系ｺｰﾄﾞ 3-1-2 3-2-1 事業名 高齢者、障がい者の生活あんしん支援事業



様　式　イ

事　業　費　の　進　捗　率 　（19年度実績事業費＋20年度予算事業費） ／ （計画事業費） 43.8%
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事　　業　　費　　の　　推　　移
項  目 19年度 22年度 計

 　社協で実施している４相談事業の一体化と法人後見事業につ
いて平成20年10月の実施に向けて社協及び関係部局と検討を
行った。

 　10月に既存の相談事業を統合し、仮）日常生活あんしんサ
ポートセンターの開設と法人後見事業の開始を予定していること
から、以下の課題について社協や関係部局との間で検討・整理
が必要となっている。
・事業の普及・啓発のためのPR方法
・後見人の円滑な選定のための検討会議
・後見業務に関する相談、情報共有の場の設置
・利用者が適切なサービスを利用できるような実施体制の確立

今   後   の   事  業  の  予  定  ・ 方  向
　仮）日常生活あんしんサポートセンターの開設と法人後見業務の実施に向けた準備を進めるとともに、実施後も相談窓口の利便
性向上と法定後見人の迅速かつ安定的な確保を図ることで、高齢者や障がいのある方が安心して地域で生活できるよう支援してい
く。

事業名 高齢者、障がい者の生活あんしん支援事業

評    価　（　成　果　） 課    題

計画体系ｺｰﾄﾞ 3-1-2 3-2-1
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